
プリオン病における抗グルタミン酸受容体抗体 

解 説 
 

1. 治療反応性の脳炎で陽性となる抗グルタミン酸受容体抗体が、クロイツ
フェルト・ヤコブ病においても上昇していることが判明した。 

2. とくに血清の抗グルタミン酸受容体抗体が著明に高値であり、プリオン病
の早期診断に活用できる可能性がある。 
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